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かすみがうら市 
Kasumigaura City

市の概要
かすみがうら市は、平成17年3月28日に、旧

霞ヶ浦町と旧千代田町が合併して、新たな一歩を歩み出しまし

た。わが国第2位の面積を誇る湖「霞ヶ浦」と筑波山系の南麓にはさまれた、

総面積約118.77km2のまちです。温暖な気候と豊かな自然環境を生かし、果

樹に代表される農産物や霞ヶ浦の水産物などの産地として、知られています。

In March 28, 2005, the former Kasumigaura Town and former Chiyoda Town were consolidated into
Kasumigaura City. The new city has an area of 118.77km2, between Lake Kasumigaura, the second
largest lake in Japan, and the south foot of the Tsukuba Mountain Range. Kasumigaura City is famous
for fruit and aquatic products from Lake Kasumigaura. 

Summary of the City

市　章
City Emblem

水辺や野山にいつまでも鳥が訪れる豊かな美しいまちのイメージ
とともに、かすみがうら市の未来へのはばたきを象徴しています。
青を基調とした色使いと二重の輪は霞ヶ浦そのものと、新しく誕生
した市域の調和を表しています。

市民憲章
Citizen's Charter

霞ヶ浦と常陸野の豊かなめぐみを受けるわたしたちかすみがうら市民は、魅力あるまちをめざし
て、ここに市民憲章をさだめます。
■自然を愛し、水とみどりの美しいまちをつくりましょう。
■互いに助け合い、安心して暮らせるまちをつくりましょう。
■スポーツと文化に親しみ、うるおいのあるまちをつくりましょう。
■伝統がいき、若い力がのびるまちをつくりましょう。
■みんながかがやき、活力あふれるまちをつくりましょう。
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かすみがうら市
かすみがうら市は、首都東京へ約70km、県都水戸市へ約30km、筑波
研究学園都市へ約10kmの距離に位置しています。JR常磐線をはじめ、
常磐自動車道の千代田石岡インターチェンジや国道6号、国道354号を
有するなど、立地条件に恵まれた田園都市です。

Kasumigaura City is a garden city about 70 km from the capital city
Tokyo, about 30 km from the prefectural capital Mito City, and about
10 km from Tsukuba Science City. In addition, Kasumigaura City is
conveniently located in terms of public transportation with the JR
Joban Line, Chiyoda-Ishioka IC of Joban Expressway, Route 6, and
Route 354.


